
２００７年１月２３日開催 第５１４回 番組審議会

■ 出席委員

荒巻裕委員長 櫻井美幸副委員長 大村英昭委員 木下明美委員

國定浩一委員 黒田勇委員 東野博昭委員

■ 毎日放送出席者

山本社長 石橋専務 本多専務 西常務 田中常務 上田常務

山西報道局長 東編成局長 熊広報室長 安田スポーツ局長 三村制作局長

毎日放送の第５ １ ４ 回番組審議会は１ 月２ ３ 日大阪市北区の本社で開催され、「 ゴ

ルフ中継番組の厳重注意について」 と 、「 バラエティ ー番組の名誉棄損判決について」

の２ つの議題について審議しました。

◆ゴルフ中継番組の厳重注意について

昨年１ １ 月４ 日に放送したテレビ番組「 ２ ０ ０ ６ ミ ズノクラシック 」について、「録

画映像の時間と生放送の時間が近接しているよう に番組を編集し、実際にはなかった

順位表を放送した」 と して、 毎日放送が近畿総合通信局長から厳重注意を受けた問題

について、 審議しました。

委員の主な意見は次の通り 。

＊「 事前の構成チェックが不十分で、 番組制作の中で行き過ぎがあった」 という

説明だが、行き過ぎではなく 、 意図的に違う ものを作り上げている。 ミ スでは

あんなことは生じない。

＊判断ミ スはあっても 、事前に作為があったとは言えないのではないか。

＊スポーツの最大の魅力は結果の不確定性だが、今のスポーツ番組は文法を無視

してでも、バラエティ ーの要素などで、おもしろく 見せよう としている。何十

年の間にどこかに慢心があったり 、焦り が積もって徐々にこう なった、いわば

生活習慣病だ。



＊スターを作り上げていく 今のスポーツ番組は、スポーツ以前にエンターテイン

メ ント 。番狂わせがあった時の危機管理ができないという ことは、テレビは信

用して見られないという ことになる。

＊私は基本的にはスポーツはイベント だと思う 。ある種の演出があっていいので

はないか。

＊番組を作るときに、いつもフレキシブルでやるべき。特に生スポーツだと 。そ

こが一番の失敗の原因だったのだろう 。

＊ゴルフ番組をこう いう 形で放送する以上は、 また起こる問題で、根本的な防止

策が必要だ。

＊関西テレビの問題をはじめ、 こう したことが重なるとコント ロールしよう とい

う 力が勢いを得てく るので、 決してそう ならないよう に。

◆バラエティー番組の名誉棄損判決について

平成１ ７ 年１ ０ 月１ ８日に放送したテレビ番組「 たかじんＯＮＥＭＡＮ」 をめぐる

民事訴訟で、「 番組の発言内容で名誉を傷つけられた」という 原告の訴えを認める大阪

地裁の判決が昨年１ ２ 月に出されました。

番組審議会では、この名誉棄損判決について毎日放送側から説明、報告を受けた後、

バラエティ ー番組の内容、表現、人権や名誉に配慮した番組作り について意見が交わ

されました。


